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 第 2 章「日本における『近現代建築資料』の所在特性──統計的仮説検定を用いて」では、
日本全国の建築資料の所在状況について論じた。ここでは、第一に、文化庁の委託を受けて日
































































図面約 15,000 点と写真約 7,000 点とでおもに構成される「増田友也建築設計関係資料」（以
下、増田資料）を対象とした。増田資料は存在が知られながらも、その大量性から目録が作成


























 最後に、本論の研究成果を以下の三点にまとめた。第 1章と第 2章では、アーカイブズ学に
依拠した整理法への適合が期待できる記録の類型や所在の特徴として、「研究者」「設計者」
が作成した記録、「設計事務所」「個人」「博物館・図書館・文書館」が所有する記録を示し
た。第 3章から第 6章では、各整理技法に「利用への配慮」が内在する特徴として、アプレイ
ザルで将来の利用やコスト等が判断基準になること、編成でスタンダード・シリーズにより検
索手段のユーザビリティ向上が望めること、記述で図書に用いる技法との併用でアクセス促進
を実現できることを示した。第 7章から第 9章では、記録の作成者と利用者との共同に関して、
アーキビストからの整理前後に関する行動指針の提示や、建築図面等の譲渡や第三者による利
用についての制限を設けない契約が、整理技法の日本への応用を後押しすることを示した。 
 建築レコードの整理法は、大量で多様な建築生産の記録群について、全体像を集合的に把握
することにより保存に与する。その対象は、日本の建築資料のうち、研究者や設計者が作成し
た記録、あるいは設計事務所や個人等が所有する記録にあたる。また、整理に用いられる技法
は、記録の利用にまで影響を与える特徴を持つ。そのため、技法の応用は、整理に留まらず、
記録の利用段階までを含めたアーカイブズとしての長期計画に資する。日本での応用の実現に
は、アーキビストは各種の整理技法を習得するだけでなく、記録の作成者や利用者等との協力
関係の構築が必要であり、関係者との共同に向けた具体的な行動指針を示すことが求められる。 
